


 
 

（４）開催実績 

第１回 平成 24 年６月 25 日 ①代表、副代表の選出 
②暴力団情勢とその対策について 
③暴力団排除対策の広報啓発活動の推進について 
④飲食店事業者等からの暴力団排除対策の推進について 

第２回 平成 24 年９月 26 日  ①事務および事業からの暴力団排除対策の推進について 
②露天商からの暴力団排除の推進について 
③「暴力団による不当な行為の防止等に関する法律」の一

部改正に伴う市町暴力団排除条例の一部改正について 
④暴力団排除対策の広報啓発活動の推進について 
⑤飲食店事業者等からの暴力団排除対策の推進について 
⑥青少年に対する学校教育の推進等について 
⑦犯罪インフラ対策に関する協力依頼について 

第３回 平成 24 年 12 月 20 日 ①平成 24（2012）年度検討会議における協議･検討事項の

総括について 
・暴力団排除対策の広報啓発活動の推進 
・飲食店事業者等からの暴力団排除対策の推進 
・事務および事業からの暴力団排除対策の推進 
・露天商からの暴力団排除対策の推進 
②検討会議の今後について 
③「暴力団による不当な行為の防止等に関する法律」の

一部改正概要について  
 

（５）検討状況 

①第１回検討会議 
・代表、副代表を選出しました。 
・暴力団の現状を説明し、暴力団対策が県民の安全で平穏な生活を確保するた

めの課題になっていることを確認し、その対策についての協力を要請しました。 
・条例の概要について説明するとともに、検討会議設置の趣旨説明を行いまし

た。 
・「暴力団排除対策の広報啓発活動」の必要性について説明し、３市（津市、鈴

鹿市、亀山市）から、これまでに実施した広報啓発活動の実施状況についての

報告を受け、今後の広報啓発活動の推進に関し、情報共有を図りました。 
・「飲食店事業者等からの暴力団排除対策の推進」の必要性及び県内５地区で設

立された「不当要求拒否宣言の街」の概要を説明し、同街の設立に向けた課題

等について、意見を交換しました。 
②第２回検討会議 



 
 

・「事務および事業からの暴力団排除対策の推進」に関し、２市（松阪市、志摩

市）から、現状や取組状況についての発表を受け、今後、事務および事業から

の暴力団排除対策を推進する上での情報共有を図りました。 
・「露天商からの暴力団排除の推進」に関し、２市（桑名市、熊野市）から、現

状および実施状況についての発表を受けるとともに意見交換を行い、情報共有

を図りました。 
・「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」の一部改正に伴う市町条

例の一部改正についての説明を行い、市町条例の一部改正に向けた取組を依頼

しました。 
・「青少年に対する学校教育の推進」に関し、２市（伊賀市、名張市）から、実

施状況および実施に対する効果や反響、課題等に関する報告を受け、今後、学

校教育の推進に当たり、情報共有を図りました。 
・暴力団が介在する場合が多い犯罪インフラの現状について説明し、犯罪イン

フラ対策についての取組を依頼しました。 
③第３回検討会議 
・平成 24（2012）年度の検討会議において議題に取り上げた検討事項に対する

総括を行い、各種施策の必要性についての説明を行い、今後も継続した諸対策

の実施を依頼するとともに、その対策についての協力を要請しました。 
・今後の検討会議についての提案を行うとともに、意見交換を実施しました。 
・「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」の一部改正概要について

の説明を行い、情報共有を図りました。 
 

（６）取組成果 

・県および市町との間で、暴力団排除に関する情報等の共有を図り、暴力団排

除に向けた取組に関して意思統一を図ることができました。 
・「暴力団排除対策の広報啓発活動」については、県を始め各市町において、

独自の広報啓発用物品の製作やリーフレットの作成をし、各種会合、イベント

等において積極的な広報啓発活動を推進しています。 
・「飲食店事業者等からの暴力団排除」については、各市町において情勢に応

じた取組を進めており、繁華街・歓楽街において「不当要求拒否宣言の街」を

設立しています。 
・「事務および事業からの暴力団排除」については、暴排条項規定が導入可能

な事務および事業について検討を行うとともに、大災害が発生した場合の復旧

工事や新しい形態の事業が見込まれた場合の暴排条項規定導入について検討

を行い、一部事務および事業に暴排条項を導入しています。 
・「露天商からの暴力団排除対策」については、各市町の管轄内で開催される

祭事の抽出を行い、祭事主催者に暴排規約の導入や露天商から誓約書の提出を



 
 

求めるなど積極的な暴力団排除を実施しています。 
 

（７）今後の方針 

検討会議設置の初期の目的である暴力団排除に関する情報等の共有を図り、暴

力団排除に向けた取組に関しての意思統一を図るなど、概ね達成できたことから、

平成 24（2012）年度で検討を終了します。 
今後も三重県が一体となった暴力団排除対策を推進する必要があることから、

県と市町が情報共有を行い、解決すべき課題等について検討を行う場を新たに設

け、暴力団排除対策に関する情報共有、検討および協議を実施していきたいと考

えています。 
 

（８）取組に対する自己評価 

   目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 
暴力団排除に関し、県および各市町と「暴力団排除対策の広報啓発活動」や「飲

食店事業者等からの暴力団排除対策の推進」、「露天商からの暴力団排除の推進」

などの情報共有を図るとともに、暴力団排除に向けた意思統一を図ることができま

した。 
その結果、各市町において、積極的な暴力団排除に向けた取組を推進することが

できました。 
 


